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令和7年12月24日

協議会名：須坂市地域公共交通会議

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

長電バス㈱

すざか市民バス

運行系統名：仙仁線、米子線、
明徳団地線、北相之島線、お
はようライナー仙仁豊丘・おか
えりライナー、おはようライナー
米子明徳
※車両減価償却費等国庫補助
金を活用し車両を導入

・市内の公共交通を紹介したポ
スター・リーフレット・時刻表等
を公共施設、商業施設等へ広く
配布し広報に努めた。各バス
停へのKURURUカード案内看
板の設置や、随時HP・SNSを活
用し広報を強化した。

・長野電鉄のこども無料デーに
合わせ、バスこども無料デーを
夏・冬2回実施し、さらなる利用
促進を図った。

・市内観光施設にバスを設置し
イベントを開催、公共交通のイ
メージアップやバス利用促進を
図った。

・バス停や拠点へのバスロケを
継続して設置稼働し、利用環境
のさらなる改善を図った。

・バスICカードを地域連携IC
カードにリニューアルし、利便
性向上を図った。

・ノンステップバスを１台更新導
入し、利便性を向上を図った。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

B

①すざか市民バス　年間利用
者数
　目標：95,000人　実績：86,248
人
②すざか市民バスのICカード
利用割合
　目標：42％　実績：40%
③すざか市民バス・すざか乗
合タクシー収支差(合計)
目標▲57,206千円　実績：▲
71,052千円

 ICカード切り替えや運行内容
の変更により数値達成が困難
となる部分があったが、引き続
き改善を図る必要がある。

利用者増、収支の改善等目標
の達成を図るため以下の項目
を計画実施する。

・ICカードリニューアルにより、
一時的に切替による利用者減
がみられたが、ICカードリ
ニューアルによる利便性向上
について、さらなる周知を図り
利用者の定着を図る。
・地域公共交通計画に基づくバ
ス路線の一部再編とダイヤの
見直しにより、利便性を向上さ
せ、利用者数の増加を図る。
・メインユーザーである通勤・通
学の利用者、昼間の通院や買
い物利用者に対し、チラシ・ポ
スター・HP・SNS等広報活動を
今後も継続的に行い、利用者
数の増加を目指す。
・バス利用促進に関する公共
交通企画内容を改良させて、さ
らなる利用促進を図る。
・現在の利用状況の維持とバ
ス利用環境の改善を図るた
め、バスロケーションシステム
やバス待合環境の維持改良を
継続実施する。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況
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北信タクシー㈱
つばめ長電タクシー㈱

すざか乗合タクシー

日野・豊洲地域及び福島・中島
町・松川町

・運行地域の区長に利用状況
等を説明し、地域での利用促
進及び広報について連携を
図った。

・利用促進策として、運行区域
の地区に対し、利用方法を掲
載したチラシを全戸配布した。

・停留所の点検を実施し、分か
りやすい案内板やベンチの設
置を進めた。

・運行事業者による業務負担を
改善し、運行の持続性向上を
図った。

A
計画通り事業は適切に実施
された。

C

①すざか乗合タクシー　年
間利用者数
　目標：2,100人
　実績：1,403人
②すざか市民バス・すざか
乗合タクシー収支差(合計)
　目標▲57,206千円
　実績：▲71,052千円

従前多く利用していた特定
の利用登録者の利用が無く
なり、利用の減少がみられ
た。引き続き広く利用促進を
図る必要がある。

目標の達成を図るため以下の
項目を計画実施する。

・新たな利用登録者の獲得を
目指し、各媒体を活用した乗合
タクシーの周知活動を継続的
に行い、認知度を高めるよう努
める。
・運行エリアでの乗合タクシー
乗り方教室等を実施する機会
を検討し、広報の強化を図りな
がら市民が利用するきっかけを
作っていく。
・利用者からの要望で新たに設
置した停留所について、利用増
による定着がみられた。今後も
継続的に利用者の意見を取り
入れる体制を整え、利用環境
などの改善を図っていく。



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　須坂市は、平成21年10月から市内バス路線を一体的に再編し「すざか市民バス」「すざか乗合タクシー」による運行を
開始し、継続的に調査・検討・改善を実施しており、2023年3月に策定した須坂市地域公共交通計画のおいても調査検
討を重ねた結果、今後もこの公共交通網を維持していくことが、市民等の生活を支え、地域の活性化につながるものと
考え、その必要性を確認したところである。また、長野電鉄長野線や長野市への路線バス等、広域的な地域間幹線系
統への接続についても可能な限り調整し、通勤通学者等の移動手段としての確保が必要である。
　「すざか市民バス」「すざか乗合タクシー」は、通勤・通学者のための移動手段、高齢者等の通院や買い物など日常生
活に不可欠な移動手段であり、持続的に確保する必要性がある。
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事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和7年12月24日

協議会名： 須坂市地域公共交通会議

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金


